
団体名： 設楽町商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 156.2 ％） （達成度 120.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 98.0 ％） （達成度 107.8 ％） Ａ Ａ 下げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 69.3 ％） （達成度 40.0 ％） Ａ Ａ 下げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 113.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 46.2 ％） （達成度 22.2 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｄ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 104.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数
経営及び技術の改善、健
全な企業の育成。

実績
数値

6

　２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価
目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

記帳継続指導事業

商工会の職員が、個人事業
主等を対象に正しい記帳方
法の指導や決算・確定申告
の指導を行い、適正な税務
申告と経理の自計化や計数
管理による経営力の向上に
結びつける。

記帳機械化の利用普及
複式簿記による記帳指導
企業数　48企業
指導日数　201日
指導回数　701回

記帳機械化及
び記帳継続指

導対象者

指標
記録指導事業所数

指標

目標
数値

450
実績
数値

703
目標
数値

5

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

本年同様数値を目
標とし、計画的に
効率よく事業を実
施する。

巡回・窓口相談指
導事業

一般的に経営基盤の弱い小
規模零細企業を中心に、経
営指導員等の商工会職員が
事業所へ訪問をし、融資等
の金融相談・申告時期の税
務相談・労務相談等経営全
般について様々な相談への
指導をすることにより経営
及び技術の改善を図り、健
全な企業を育成するととも
に、創業予定者をはじめと
した経営全般に関わる相談
窓口の設置により、経営改
善に資する指導を行う。

巡回指導
　実企業数81企業（うち非
会員5件）
　延件数　186件（うち非会
員11件）
窓口指導
　実企業数　120企業（うち
非会員9件）
　延件数　517件（うち非会
員19件）
課題解決提案件数　6件

講習会指導事業

多様化する経営環境に対応
するため、小規模事業者に
とって必要な金融・税務・
経理・労働・情報化等の知
識習得や時事的な問題につ
いての啓蒙を図り、事業者
の資質の向上と円滑な事業
運営に資することを目的と
する。

集団指導：税制改正など毎
年行う講習会及び時事的な
問題などに対応した講習会
を年4回開催。参加人員52
名。
個別指導：金融相談指導を
中心とした講習会を年1回開
催。参加人員2名。

小規模事業者
及び商工業者

指標
集団指導参加事業所数

本年度実績を基に
目標①を下げる。
複式簿記による正
しい経理を指導
し、数値をもとに
経営力の向上にな
るよう指導を実施
する。

目標
数値

49
実績
数値

48
目標
数値

650
実績
数値

記録指導延べ回数 複式簿記による正しい経
理処理及び計数管理によ
る経営力の向上。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

701

産業活性化事業

それぞれの地域の特性を活
かした地域資源の活用や、
特産品の開発普及・ＰＲな
どを行い、また、地産地消
の推進などを行うことによ
り、企業の発展及び地域産
業の活性化に資することを
目的とする。

商工会商品券事業の支援
地域特産品のＰＲ及び出張
販売
（事業参加事業所数　74事
業所） 小規模事業者

指標
事業参加事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

本年度実績を基に
目標①を下げ、計
画的に効率よく事
業を実施する。

目標
数値

75
実績
数値

52
目標
数値

5

指標
個別指導事業所数 知識習得による事業主の

資質向上。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
2

青年部・女性部事
業

青年部・女性部員間での交
流や社会福祉を通じて地域
との関わりを持つことによ
り、地域社会の発展に寄与
することを目的とする。

・青年部事業（実施回数12
回）
  12月つながろう東三河ア
ンケート　20人
・女性部事業（実施回数4
回）
　5月11月花の苗配布
　12月ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ13人

青年部員及び
女性部員

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

本年同様、地域特
産品、観光資源の
PRを積極的に行
う。

目標
数値

65
実績
数値

74
目標
数値

指標

地域の特性を生かした特
産品の開発及びPRを行
い、企業の発展及び地域
産業の活性化。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

目標
数値

26
実績
数値

12
目標
数値

青年部事業実施回数
指標

女性部事業実施回数 部員間での情報交換及び
研修会による知識向上。
各種事業による地域社会
への発展寄与。 総

合
評
価

Ｂ

18
実績
数値

4

労働保険事業

事業主等の委託を受けて、
事業主に代わって労働保険
料の申告納付その他労働保
険に関する各種の届出等の
事務手続きを行うことによ
り、中小企業主の事務処理
の負担を軽減し、労働保険
適用促進及び労働保険の適
正な徴収を図ることを目的
とする。

労働保険事務委託事業所の
労働保険料の申告納付。
その他の労働保険に関する
各種届出等の事務処理。
労働保険の適用促進及び加
入勧奨。
委託事業所数　45事業所
対象従業員数　113名

労働保険事務
委託事業所

指標
委託事業所数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

本年同様数値を目
標とし、計画的に
効率よく事業を実
施する。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

本年同様数値を目
標とし、適正な労
働保険事務委託業
務に努める。

目標
数値

43
実績
数値

45
目標
数値

指標

労働保険の事務を委託す
ることによる事業主の事
務処理の負担の軽減。適
用促進による事業主の労
働雇用問題の解消。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



団体名： 設楽町商工会

得られた効果 備考

　２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価
目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 82.0 ％） （達成度 133.3 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 80.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 155.0 ％） （達成度 110.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

福利厚生事業

中小企業、小規模企業の経
営・雇用の持続的な安定を
図るために、各種共済の普
及や従業員の健康診断事業
の実施等、企業の安全な育
成に資することを目的とす
る。

各種共済制度の加入促進及
びＰＲ。
共済加入者数　251件
従業員の健康診断事業を8月
に実施。
健康診断実施事業所数32件
健康診断実施者数　207名

小規模事業者

指標
共済加入者数

産業団体

発展会や各種団体等、産業
振興・地域貢献団体の活動
をサポートし、事業運営に
協力することにより、国・
地方公共団体、地域社会へ
の貢献や発展のための一助
となり、ひいては商工業の
活性化に資することを目的
とする。

設楽青色申告会64名、新城
法人会設楽ブロック44名、
設楽食材搬入組合10名、食
品衛生協会設楽分会41名、
寒狭川上流漁業協同組合1名
の活動をサポートし、事業
運営に協力する。

青色申告会、
法人会、食材
搬入組合、食
品衛生協会、
寒狭川上流漁
協の加入事業

所

指標
事業所加入者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

本年同様、計画的
に事業を実施す
る。

目標
数値

306
実績
数値

251
目標
数値

24

指標
従業員健康診断実施企業数 各種共済制度の普及によ

る福利厚生の充実及び経
営の安定化。
健康診断実施により事業
主及び従業員の健康管
理。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
32

若手後継者育成事
業

商工業者の後継者である青
年に対し、経営に必要な知
識の習得や資質の向上を図
る為の講習会・研修会を開
催し、小規模企業の振興・
発展を目的とする。

講習会：経営計画策定セミ
ナー
講師：岩越清氏
日時：7月2日㈭
参加者：14名（内小規模事
業者数11名）
講習会：SNS活用セミナー
講師：川本えこ氏
日時：11月24日㈫
参加者：17名（内小規模事
業者数14名）
宮ケ瀬ダム視察
日時9月27日㈰
参加者：9名
講師：宮ケ瀬水の郷観光協
会副理事長　川瀬正行氏
内容：宮ケ瀬ダム及び水の
郷商店街視察

小規模事業者

指標

講習会への参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

本年度同様数値を
目標とし、達成率
を上げるよう実施
しる。

目標
数値

200
実績
数値

160
目標
数値

指標

青色申告会、法人会、食
材搬入組合、食品衛生協
会、寒狭川上流漁業の活
動をサポートし、事業運
営に協力することにより
地域社会発展のための一
助となり商工業の発展に
つなげた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

本年同様、計画的
に事業を実施す
る。

目標
数値

20
実績
数値

31
目標
数値

80

指標

講習会参加者満足度

講習会による知識習得及
び自己啓発の向上。
宮ケ瀬ダム視察により、
ダム建設時の状況及び現
状について視察と講演会
を行った。今後の事業展
開、販路拡大について参
考となった。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

88

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。


